
兵
庫
県
隊
友
会
東
播
支
部
の
石
田

支
部
長
以
下
21
名
は
青
野
原
駐
屯
地

本
部
隊
舎
２
階
会
議
室
に
お
い
て
、

令
和
８
年
度
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
昨
年
度
に
逝
去

さ
れ
た
会
員
お
よ
び
今
ま
で
支
部
活

動
に
積
極
的
に
貢
献
し
、
現
在
の
支

部
の
礎
を
築
い
て
い
た
だ
い
た
逝
去

会
員
の
方
々
の
活
動
を
偲
び
、
黙
と

う
を
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
最
初
に
石
田
支
部
長
に
挨
拶

を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
昨
年
度
の

支
部
行
事
に
対
す
る
ご
支
援
・
ご
協

力
の
お
礼
の
言
葉
と
、
本
年
度
は
基

幹
部
隊
で
あ
る
青
野
原
駐
屯
地
が
創

立
50
周
年
の
節
目
の
記
念
行
事
が
行

わ
れ
る
年
で
あ
り
、
各
種
支
援
要
望

が
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

可
能
な
限
り
要
望
に
応
え
て
駐
屯
地

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
隊
友
会
東

播
支
部
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
と
挨
拶
さ
れ
、
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

総
会
当
初
、
昨
年
東
播
支
部
の
各

種
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
上
水
樽

学
会
員
に
対
し
、
支

部
長
か
ら
表
彰
状
を
授
与
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

総
会
の
細
部
に
お
い
て
は
、
配
布

資
料
に
一
部
の
誤
植
や
印
刷
ミ
ス
等

が
あ
っ
た
も
の
の
、
議
案
を
滞
り
な

く
進
行
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

総
会
の
終
了
前
に
は
昨
年
度
入
会
し
、

本
年
度
か
ら
新
役
員
と
し
て
の
提
案

を
議
案
可
決
さ
れ
た
森
下
哲
也
理
事

役
か
ら
新
役
員
と
し
て
の
抱
負
を
含

め
た
挨
拶
を
行
っ
て
頂
く
と
と
も
に

全
て
の
議
案
・
議
事
を
終
了
し
て
本

年
度
の
行
事
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
に
は
、
兵
庫
県
で
は

初
め
て
と
な
る
自
衛
隊
に
よ
る
市
中

パ
レ
ー
ド
（
加
西
市
）
の
開
催
に
お

け
る
警
戒
・
誘
導
等
の
支
援
要
望
に

対
し
、
支
部
か
ら
支
援
で
き
る
会
員

を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
７
名
の
会
員
が

積
極
的
に
手
を
挙
げ
て
協
力
の
意
思

表
示
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
県

内
初
め
て
の
市
中
パ
レ
ー
ド
が
東
播

支
部
会
員
に
よ
る
支
援
等
の
成
果
を

含
め
て
、
事
故
も
な
く
来
場
見
学
者

が
満
足
で
き
る
状
態
で
盛
会
な
う
ち

に
終
了
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。隊

友
会
東
播
支
部

石
田
支
部
長

以
下
13
名
は
４
月
25
日
（
土
）
８
時

30
分
に
借
用
し
て
い
る
畑
に
集
合
し
、

目
標
と
し
て
い
る
19
列
の
植
え
付
け

用
の
畝
の
作
成
を
開
始
し
た
。
天
候

と
し
て
は
恵
ま
れ
て
い
た
も
の
の
、

前
日
ま
で
の
雨
な
ど
の
影
響
で
作
業

が
難
航
し
、
午
前
中
の
作
業
で
約
10

列
の
畝
が
完
成
し
、
黒
マ
ル
チ
を
掛

け
る
と
こ
ろ
ま
で
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
作
業
と
し
て
は
、
次
回
作

業
予
定
日
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
と
し

て
解
散
し
ま
し
た
。
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そ
し
て
、
5
月
9
日(

土)

8
時
30

分
か
ら
17
名
の
役
員
お
よ
び
会
員
で

引
き
続
き
の
作
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

作
業
前
の
数
日
間
の
天
候
も
よ
く
、

当
日
も
曇
り
空
で
絶
好
の
作
業
日

和
と
な
り
、
残
り
の
9
列
の
畝
の
完

成
、
黒
マ
ル
チ
掛
け
、
200
本
の
苗
の

植
え
付
け
、
水
や
り
の
ほ
か
に
、
害

獣
（
猪
・
鹿
）
対
策
用
の
防
護
柵
と

防
護
ネ
ッ
ト
を
設
置
し
て
13
時
頃
に

作
業
を
完
成
さ
せ
解
散
と
な
り
ま
し

た
。作

業
と
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ
石
も

多
く
、
ま
た
固
く
な
っ
た
土
と
の
戦

い
で
非
常
に
重
労
働
で
あ
る
た
め
、

逐
次
休
憩
を
取
り
暑
さ
対
策
と
し
て
、

水
分
補
給
・
食
料
補
給
・
歓
談
を
取

り
入
れ
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
の
中
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ま

だ
、
現
状
と
し
て
は
、
半
分
以

下
の
畝
へ
の
植
え
付
け
が
終
了
し
た

段
階
で
あ
り
、
今
後
植
え
付
け
た
芋

の
蔓
が
生
育
し
て
い
く
段
階
で
苗
収

穫
用
に
剪
定
し
て
植
え
付
け
を
行
う

予
定
で
あ
り
、
概
ね
6
月
中
・
下
旬

頃
ま
で
作
業
が
続
き
ま
す
。

畑
の
水
や
り
、
畑
内
・
畑
周
囲
の

草
取
り
・
草
刈
り
、
芋
の
生
育
に
合

わ
せ
た
諸
作
業
に
つ
い
て
は
、
畑
近

傍
の
役
員
・
会
員
の
皆
さ
ん
が
一
生

懸
命
手
を
か
け
て
行
っ
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
秋
の
楽
し
い
収
穫
祭
の
最

大
の
功
労
者
で
あ
り
ま
す
。

今
年
も
、
昨
年
同
様
に
基
幹
駐
屯

地
で
あ
る
青
野
原
駐
屯
地
の
隊
員
は

過
密
な
訓
練
が
待
ち
受
け
て
い
る
状

況
と
お
聞
き
し
て
お
り
、
10
月
と
11

月
の
2
回
に
分
け
て
収
穫
を
予
定
し
、

ど
ち
ら
か
に
参
加
で
き
る
よ
う
配
慮

し
て
い
く
予
定
で
す
。

毎
年
、
参
加
す
る
お
子
さ
ん
の
笑

顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
支
部
最
大

の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
た
め
、
労
を
惜

し
ま
ず
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
こ
ろ

で
は
あ
り
ま
す
が
、
天
敵
は
夏
の
暑

さ
で
あ
り
、
対
策
を
し
っ
か
り
し
て

素
晴
ら
し
い
芋
が
収
穫
で
き
る
よ
う

努
力
す
る
の
み
で
す
。
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隊
友
会
東
播
支
部

石
田
支
部
長
他

８
名
の
会
員
は
、
青
野
原
駐
屯
地
創
立

50
周
年
記
念
行
事
の
前
日
に
当
た
る
５

月
30
日
（
土
）
12
時
30
分
か
ら
、
青
野

原
駐
屯
地
連
合
会
会
長
兼
ね
て
加
西
市

防
衛
協
会
会
長

黒
田
秀
一
氏
が
自
衛

隊
に
要
望
を
上
げ
、
加
西
市
が
企
画
・

運
営
し
た
兵
庫
県
内
初
と
な
る
自
衛
隊

車
両
に
よ
る
市
中
パ
レ
ー
ド
の
警
備
支

援
を
行
っ
た
。
石
田
支
部
長
は
来
賓
と

し
て
の
参
加
と
な
り
、
招
待
席
か
ら
パ

レ
ー
ド
を
見
守
ら
れ
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
多
数

の
来
賓
、
来
訪
者
が
見
守
る
中
、
主
催

者
で
あ
る
青
野
原
駐
屯
地
連
合
会
会
長

黒
田
秀
一
氏
の
式
辞
か
ら
始
ま
り
、
続

い
て
観
閲
官

青
野
原
駐
屯
地
司
令

安
田
１
佐
、
来
賓
者
代
表

加
西
市
長

高
橋
晴
彦
氏
か
ら
の
式
辞
を
頂
き
、
会

場
の
お
客
様
お
待
ち
か
ね
の
観
閲
行
進

へ
と
移
行
し
ま
し
た
。

東
播
支
部
の
警
備
区
域
は
、
観
閲
行

進
の
出
発
地
点
付
近
を
任
さ
れ
、
８
名

の
会
員
は
準
備
の
段
階
か
ら
侵
入
経
路

の
確
認
、
危
険
地
域
の
見
積
り
、
侵
入

予
防
用
の
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
の
設
置
と
万

全
の
態
勢
で
パ
レ
ー
ド
開
始
を
待
ち
構

え
ま
し
た
。
さ
す
が
に
、
県
内
初
の
市

中
パ
レ
ー
ド
と
あ
っ
て
、
瞬
く
間
に
パ

レ
ー
ド
会
場
に
は
人
だ
か
り
が
で
き
、

警
備
の
重
要
性
を
再
認
識
し
つ
つ
警
戒

任
務
に
あ
た
り
ま
し
た
。

14
時
過
ぎ
か
ら
パ
レ
ー
ド
が
始
ま
る

と
、
係
員
の
整
斉
な
誘
導
・
運
営
に
よ

り
順
調
に
進
み
、
大
き
な
事
故
も
な
く

終
了
し
ま
し
た
。
約
20
分
間
で
28
台
の

自
衛
隊
車
両
の
パ
レ
ー
ド
で
し
た
が
来

訪
さ
れ
た
お
客
様
も
満
足
の
様
子
で
、

市
中
パ
レ
ー
ド
は
大
盛
会
に
終
わ
り
ま

し
た
。

観
閲
行
進
終
了
後
は
、
音
楽
隊
の
演

奏
が
行
わ
れ
来
訪
者
の
方
々
は
音
楽
隊

の
演
奏
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
終
了
後
は
、
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
鶉
野
飛
行
場
跡
に
お
い
て
「
装

備
品
展
示
」
が
開
催
さ
れ
会
場
に
は
多

く
の
見
学
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
駐
車

待
ち
の
車
両
も
多
く
、
道
路
渋
滞
が
発

生
し
て
い
ま
し
た
。
や
は
り
、
自
衛
隊

装
備
品
へ
の
関
心
は
高
く
装
備
品
展
示

の
担
当
者
も
熱
心
に
見
学
者
か
ら
の
質

問
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

支
援
要
員
８
名
は
、
観
閲
行
進
終
了

後
、
使
用
品
の
撤
収
作
業
、
借
用
品
の

返
納
を
終
え
、
健
康
状
態
に
異
常
が
無

い
こ
と
を
確
認
し
て
午
後
３
時
頃
に
任

務
終
了
と
な
り
解
散
し
ま
し
た
。
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4
月
4
日

支
部
臨
時
理
事
役
会

支
部
長
以
下
21
名
参
加

4
月
11
日

自
衛
官
候
補
生
前
期
入
隊
式

支
部
長
参
加

4
月
25
日

さ
つ
ま
芋
畑
の
作
成

支
部
長
以
下
13
名
参
加

5
月
9
日

さ
つ
ま
芋
植
付

支
部
長
以
下
17
名
参
加

5
月
17
日

隊
友
会
東
播
支
部
定
時
総
会

支
部
長
以
下
21
名
参
加

5
月
30
日

青
野
原
駐
屯
地
記
念
行
事

前
日
行
事
・
前
夜
懇
親
会

支
部
長
以
下
9
名
参
加

5
月
31
日

青
野
原
駐
屯
地
記
念
行
事

支
部
長
以
下
多
数
参
加

6
月
6
日

県
理
事
役
会

事
務
局
長
・
鈴
木
理
事

6
月
10
日

自
衛
官
候
補
生
前
期

総
合
訓
練
25
km
行
軍
激
励

石
田
支
部
長
以
下
9
名
参
加

(

各
地
点
延
べ
27
名
参
加)

6
月
28
日

自
衛
官
候
補
生
前
期
修
了
式

石
田
支
部
長
参
加

7
月
3
日

新
隊
員
後
期
教
育
開
始
式

7
月
5
日

県
隊
友
会
定
時
総
会

7
月
11
日

理
事
役
会

(

さ
つ
ま
芋
畑
の
除
草
等
）

7
月
26
日

慰
霊
・
清
掃
行
事

8
月
5
日

青
野
原
駐
屯
地
盆
踊
り
大
会

9
月
1
日

♯
1
支
部
防
災
訓
練

(

緊
急
連
絡
網
の
点
検
）

9
月
中
・
下
旬

新
隊
員
後
期
教
育
修
了
式

9
月
13
日

歴
史
ウ
ォ
ー
ク

(

三
木
市
・
そ
の
他
計
画)

10
月
4
日

鶉
野
祈
念
の
碑

慰
霊
祭

10
月
上
旬
～
11
月
上
旬

さ
つ
ま
芋
収
穫
祭

(

2
回
を
追
求)

10
月
2
日
～
6
日

♯
1
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
激
励

11
月
20
日
～
24
日

♯
2
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
激
励

11
月
又
は
12
月
予
定

支
部
忘
年
会

11
月
28
日

理
事
役
会

12
月
5
日

県
理
事
役
会

12
月
6
日

小
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
支
援

12
月
18
日
頃

青
野
原
駐
屯
地
年
末
行
事

1
月
16
日
～
17
日
の
内
1
日

青
野
原
駐
屯
地
新
春
互
礼
会

1
月
17
日

♯
2
支
部
防
災
訓
練

(

緊
急
連
絡
網
の
点
検
）

1
月
23
日

理
事
役
会
及
び
畑
の
畝
戻
し

2
月
6
日

県
隊
友
会
支
部
長
等
会
議
・

懇
親
会
及
び
♯
3
県
理
事
役
会

2
月
19
日
～
23
日

♯
3
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
激
励

3
月
末
又
は
4
月
初
旬
予
定

理
事
役
会

副
支
部
長
の
職
を
解
除
し

理
事
役
の
職
に
指
定
す
る

山
口

幸
志
朗
（
小
野
市
）

理
事
役
の
職
を
解
除
し

副
支
部
長
に
指
定
す
る

小
西
池

守
（
西
脇
市
）

本
部
事
務
局
長
補
佐
の
職
を
解
除
し

理
事
役
に
指
定
す
る

竹
本

正
義
（
多
可
郡
）

理
事
役
の
職
を
解
除
す
る

上
田

培
夫
（
加
古
川
市
）

理
事
役
の
職
に
指
定
す
る

森
下

哲
也
（
三
木
市
）

田
中

卓
朗
（
加
東
市
）
青
野
原
駐
業

令
和
8
年
3
月
31
日
退
官

（
終
身
会
員
（
ご
逝
去
）
）

故

上
田

培
夫

氏
（
加
古
川
市
）

（
年
会
員
）

木
梨

俊
信

氏
（
三
木
市
）

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

第
43
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

原
田

剛
（
三
木
市
）

瑞
宝
双
光
章

奥
井

彰
二
（
加
東
市
）

▽
支
部
長
表
彰

上
水
樽

学
（
加
古
川
市
）

第９２号 兵庫県隊友会東播支部だより 令和８年７月１日

支
部
の
活
動
実
績

編
集
後
記

暑
さ
厳
し
き
折
か
ら
、
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
８
年
度
も
早
い
も
の
で
既
に

３
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
年
度
当
初

さ
つ
ま
芋
畑
の
畝
作
り
か
ら
始
ま
り
、

苗
の
植
付
や
サ
ツ
マ
イ
モ
畑
の
管
理
、

又
、
各
種
行
事
支
援
へ
の
参
加
等
、

有
志
の
皆
様
の
ご
功
労
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
皆
様
か

ら
の
引
き
続
き
の
ご
支
援
・
ご
協
力

並
び
に
多
種
多
様
な
投
稿
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

mxrxg983@ybb.ne.jp

桑
原

博

hayato.0309.0722@gmail.com

和
久
井

勇
人

【
新
入
会
員
紹
介
】

支
部
の
主
要
業
務
予
定

【
支
部
役
員
の
変
更
】

【
退
会
者
】

【

受

章

】




